
市民のうごき
昭和60年9月末現在

人口 39，883人 (十 4) 

男 19，033人 (-12)

女 20守850人(十16)

世帯数 12，603世帯 (ート 4) 

面積 240.93平方キロメートル

づエ考広昭和60年

、.、

寸?ゥ、h、

月号11 
No.359 

宮 24-2111

武
田
敬
孝
は
、
大
洲
藩
士
武
田
勘
右
門
敬
忠
の
長
命
を
う
け
て
長
州
、
土
佐
な
ど
に
行
き
、
よ
く
友

男
で
、
大
洲
市
中
村
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
弟
は
武
田
好
折
衝
し
、
諸
藩
と
の
提
携
を
結
び
、
国
元
へ
は
天

成

章

で

す

。

下

の

形

勢

を

確

実

に

報

告

し

て

、

維

新

の

際

、

大

洲

幼
い
こ
ろ
か
ら
優
秀
で
、
弟
成
章
と
と
も
に
古
学
藩
の
去
就
を
誘
導
し
勤
王
の
藩
と
し
て
の
地
位
を
確

堂
で
学
び
、
二
十
歳
の
時
に
は
父
に
代
わ
っ
て
、
江
立
し
ま
し
た
。
そ
の
人
物
識
見
は
高
く
評
価
さ
れ
て

戸
で
勤
務
し
、
兵
学
の
ほ
か
諸
学
を
研
修
し
ま
し
た
。
臣
沢
県
(
現
在
の
岩
手
県
の
一
部
)
権
知
事
に
就
任

そ
の
学
識
と
卓
見
と
を
認
め
ら
れ
明
倫
堂
の
教
揮
し
て
、
困
難
な
戦
後
処
理
を
果
た
し
、
新
政
の
基
礎

と
な
り
、
幾
多
の
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
藩
を
確
立
し
ま
し
た
。
そ
の
後
宮
内
省
御
用
係
と
な
り

主
の
侍
講
(
教
師
)
と
し
て
漢
学
、
兵
学
な
ど
を
教
よ
く
務
め
ま
し
た
が
病
の
た
め
明
治
十
九
年
二
月
、

え
、
教
育
改
革
に
つ
い
て
も
進
言
し
ま
し
た
。
六
十
七
歳
で
て
く
な
り
ま
し
た
。
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ずお

生
活
環
境
の
整
備

お

定例市議会

広報

産
業
の
振
興
に
重
点

第
一
九
三
田
市
議
会
定
例
会
は
、
九
月
の
二
十

七
日
か
ら
十
月
五
日
ま
で
九
日
間
の
会
期
で
聞
か

れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
昭
和
六
十
年
度
補
正
予
算

案
六
件
、
条
例
制
定
一
件
、
条
例
改
正
一
件
、
人

事
案
件
二
件
、
そ
の
他
三
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
最
終
日
の
五
日
に
は
、
正
・
副
議
長
の

選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
尾
崎
寿
喜
男
氏
、
副
議

長
に
亀
岡
利
彦
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

9月

昭和60年11月1日

提案理由を説明する近田市長

提
案
理
由
の
説
明

最
近
の
我
が
国
を
と
り
ま
く
政
治
経

済
状
勢
は
、
流
動
的
で
貿
易
摩
擦
に
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
謹
雑
困
難
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
に
λ

ね
い
て
は
中
央
の
経

済
状
態
と
は
異
な
り
、
消
費
の
伸
び
悩

み
、
設
備
投
資
の
不
振
な
ど
景
気
は
停

滞
し
て
わ
り
、
今
後
更
に
積
極
的
な
対

応
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
経
済
状
勢
の
も
と

で
、
国
は
来
年
度
予
算
を
厳
し
く
抑
制

す
る
方
針
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
生

活
環
境
の
整
備
、
産
業
の
振
興
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
な
ど
を
中
心
に

諸
施
策
の
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

厳
し
い
社
会
情
勢
の
変
化
に
的
確
に

対
応
し
つ
つ
、
節
度
あ
る
財
政
運
用
を

堅
持
し
な
が
ら
、
公
共
事
業
の
充
実
を

は
じ
め
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
諸
施

策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
努
力
い

た
し
ま
す
の
で
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額

一
般
会
計
三
億
六
千
二
百
八
十
六

万
円

特
別
会
計
五
百
二
十
一
万
円

企
業
会
計
三
千
六
百
七
十
万
円

補
正
の
合
計
額
は
四
億
四
百
七
十
七
万

円
と
な
り
A
7
年
度
の
予
算
累
計
は
、
百

四
十
九
億
五
千
六
百
二
十
五
万
円
と
な

り
、
昨
年
同
期
と
比
べ
て
二
億
四
千
三

百
五
十
一
万
円
(
一
・
六
%
)
の
減
と

な
り
ま
す
。

自支

ム一
A

計

A
7
凶
の
補
正
で
、

一
般
会
計
の
累
計

は
九
十
億
四
千
八
百
四
十
七
万
円
と
な

り
、
昨
年
同
期
と
比
べ
て
九
億
二
千
二

百
十
万
円
(
九
・
二
%
)
減
と
な
り
ま

す
。
主
な
内
容
は
次
の
と
わ
り
で
す
。

総
務
費
毛
利
記
念
館
整
備
工
事
に
二

百
万
円
、
上
梅
川
共
同
墓
地
移
転
事
業

に
五
百
五
十
二
万
円
、
集
会
所
建
設
事

業
(
明
日
香
、
梅
川
、
藤
縄
四
区
)
に

三
千
百
七
十
九
万
円

民
生
費
福
祉
人
材
パ
ン
ク
設
置
事
業

委
託
料
に
五
十
万
円
、
地
域
改
善
対
策

事
業
に
六
百
四
万
円
(
道
路
改
良
と
集

会
所
の
建
設
で
す
。
)
、
県
同
和
協
会
負

担
金
に
三
百
六
十
七
万
円
、
大
洲
学
園

地
域
開
放
事
業
(
在
宅
の
精
神
薄
弱
者

の
通
園
に
よ
る
訓
練
)
に
八
十
七
万
円
。

衛
生
費
簡
易
水
道
補
助
金
三
十
一
万

円
、
長
谷
不
燃
物
処
理
場
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
修
繕
料
に
百
二
十
七
万
円
。

農
林
水
産
業
費
山
村
振
興
農
林
漁
業

対
策
事
業
補
助
金
に
一
一
一
千
十
八
万
円
、

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
に
四
千
二

百
十
万
円
、
農
林
水
産
地
域
改
善
対
策

事
業
に
七
百
二
十
五
万
円
、
農
村
基
盤

総
合
整
備
事
業
に
七
百
七
万
円
。

商
工
費
三
善
地
区
有
線
放
送
接
続
工

事
に
六
十
一
万
円
、
日
曜
市
事
業
補
助

金
に
二
十
五
万
円
。

土
木
費
臨
時
地
方
道
整
備
事
業
に
四

千
万
円
、
地
域
幹
線
道
路
緊
急
整
備
事

業
に
二
千
万
円
、
阿
蔵
柴
屋
踏
切
拡
幅

事
業
工
事
負
担
金
等
に
千
七
百
三
十
五

万
円
、
大
成
橋
塗
装
工
事
に
一
千
万
円
、

我
仏
橋
新
設
工
事
に
一
千
万
円
、
公
共

下
水
道
環
境
影
響
評
価
調
査
委
託
料
に

一
千
万
円
。

消
防
費
南
久
米
分
団
第
二
部
消
防
器

具
倉
庫
お
よ
び
詰
所
新
築
工
事
に
四
百

五
十
万
円
。

教
育
費
久
米
小
学
校
運
動
場
夜
間
照

明
施
設
建
設
工
事
に
八
百
五
十
二
万
円
、

新
谷
中
、
柳
沢
小
中
学
校
防
球
ネ
ッ
ト

工
事
に
二
百
九
十
三
万
円
。

災
害
復
旧
費
臥
龍
山
荘
園
路
お
よ
び

擁
壁
災
害
復
旧
工
事
に
六
百
六
十
万
円
。

特

別

ム一
A

4
l
 

z=ロ

国
保
診
療
所
(
柳
沢
診
療
所
)
修
繕

に
百
八
十
八
万
円
、
簡
易
水
道
(
板
野

地
区
簡
易
水
道
調
査
設
計
委
託
料
)
に

三
百
十
万
円
。

- 2ー

企

業

ム一
A

牛
』

四一=ロ

水
道
事
業
(
嵩
富
川
改
修
に
伴
う
送

配
水
管
敷
設
替
工
事
)
に
一
千
四
百
三

十
万
円
、
大
洲
病
院
(
手
術
台
外
医
療

機
器
購
入
)
一
千
五
十
万
円
、
工
業
用

水
(
工
業
用
水
配
水
管
延
長
工
事
、
松

下
寿
柑
↓
十
夜
ヶ
橋
)
に
一
千
百
九
十

万
円
。

条

例

関

係

毛
利
記
念
館
条
例

中
村
の
毛
利
記
念
館
の
設
置
並
び
に

管
理
に
関
す
る
事
項
を
定
め
ま
し
た
。

大
洲
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
支
給
条

例
の
一
部
改
正

生
活
相
談
員
(
隣
保
館
)
の
報
酬
が
、

月
額
九
万
一
千
三
一
百
万
円
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。



昭和60年11月 1日

大
洲
市
議
会
議
長

崎

重
量
力

尾

市
民
の
皆
様
に
は
、
い
よ
い
よ
御
健

勝
の
こ
と
と
衷
心
よ
り
わ
喜
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

私
は
、
去
る
十
月
五
日
、
栄
え
あ
る

大
洲
市
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た。
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も

に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
議
会
の

円
満
な
運
営
に
努
め
る
こ
と
は
も
と
よ

り
の
こ
と
、
市
勢
の
伸
展
と
市
民
福
祉

増
進
の
た
め
、
誠
心
誠
意
努
力
い
た
す

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
現
下
の
地
方
自

治
体
は
、
景
気
の
低
迷
、
行
財
政
改
革

の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
環
境
下
に
あ
り
ま
す
。
本
市
に
お

き
ま
し
て
は
、
こ
の
厳
し
い
中
に
あ
り

ま
し
で
も
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
と

ご
支
援
の
も
と
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
、

着
実
に
成
果
を
お
さ
め
て
お
り
ま
す
こ

と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
ご
ざ
い

ま
す
。昨

今
に
お
け
る
科
学
技
術
の
進
歩
は

目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
必
然
的
に

進
む
国
民
的
ハ
イ
テ
ク
志
向
の
中
で
、

皆
様
の
行
政
に
対
す
る
こ

i
ズ
も
次
第

に
高
度
化
、
多
様
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
一
方
、
医
学
の
進
歩
や
食
生
活

の
改
善
等
に
よ
り
、
私
た
ち
の
寿
命
は

ま
す
ま
す
延
び
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の

•••••••••••• 
:::・:・
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新
任
の
ご
あ

=三

大
洲
市
議
会
副
議
長

亀

岡

利

ずおおJA報

、、

ザ〉

彦

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
市
政
の

推
進
に
御
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
去
る
十
月
五
日
、
大
洲
市
議

会
副
議
長
に
推
さ
れ
就
任
を
い
た
し
ま

し
た
。
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
て
お
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

も
と
よ
り
微
力
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

市
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
沿
う
よ
う
な

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
危
倶
す
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
尾
崎
議
長
の

高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
の
対
応
も
大
き
叩
…

な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
…
一
…

き
に
こ
そ
、
若
者
の
働
く
場
を
よ
り
多
川
市
議
会
正
・
副
議
長
の
選
挙

く
す
る
な
ど
、
若
い
労
働
力
の
流
出
を

w

竹
田
伝
議
長
、
木
元
秋
輝
副
議
長
の

防
ぐ
施
策
も
ま
た
必
要
と
存
じ
ま
す
。
間
辞
職
に
と
も
な
い
、
正
・
副
議
長
の
選

今
後
と
も
、
本
市
の
都
市
像
寸
水
と
制
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
尾
崎
寿
喜
男
氏
、

緑
の
豊
か
な
市
民
都
市
し
を
目
指
し
て
、
川
副
議
長
に
亀
岡
利
彦
氏
が
選
出
さ
れ
ま

ー
活
力
と
魅
力
あ
る
都
市
」
寸
ゆ
と
り
…
…
…
し
た
。

と
生
き
が
い
の
あ
る
市
民
生
活
の
実
現
L

…
一
両
氏
の
略
歴
は
次
の
と
わ
り
で
す
。

の
推
進
に
、
議
会
と
執
行
機
関
、
そ
し
州
尾
崎
寿
喜
男
議
長
六
十
一
歳
、
当
選

て
市
民
の
皆
様
が
一
体
と
な
っ
て
、
最
制
三
回
。
高
小
卒
。
三
菱
口
村
議
、
大
洲
東

善
を
尽
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
問
中
P
T
A会
長
、
三
善
公
民
館
長
、
副

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
…
一
…
議
長
を
歴
任
。
現
県
畜
産
商
業
協
同
組

市
民
の
皆
様
の
声
を
市
政
に
忠
実
に
似
合
喜
多
支
部
長
。
農
業
。

反
映
さ
せ
、
ご
期
待
に
沿
う
よ
う
決
意
川
住
所
H
H
春
賀
甲
一
、
一
四
七
番
地
一

を
新
た
に
い
た
し
て
わ
り
ま
す
の
で
、
一
…
亀
岡
利
彦
副
議
長
六
十
五
歳
。
当
選

市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
川
三
回
。
青
年
学
校
卒
。
総
務
商
工
、
決

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
一
…
算
特
別
の
各
委
員
長
、
監
査
委
員
を
歴

意
は
尽
く
し
ま
せ
ん
が
、
就
任
の
ご
あ
…
…
任
。

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
…
山
現
自
民
党
大
洲
支
部
政
調
会
長
。

川
…
住
所
H
H
喜
多
山
乙
五
二
七

一

・

:

ふ

監

査

委

員

の

選

任

ー」

m

亀
岡
利
彦
委
員
の
辞
任
に
と
も
な
い

も
と
で
、
議
会
の
円
満
な
運
営
と
市
勢
制

Eも
圭

5
5
E在
官
長

5
5
5
5
5
5
5

の

伸

展

、

市

民

福

祉

の

増

進

に

懸

命

の

…

…

第

五

回

努
力
を
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
o

m

大
洲
市
民
文
化
祭

市
の
基
本
構
想
に
沿
い
、
最
善
の
道
山
…

を
模
索
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
と
一
…
…
大
洲
市
民
文
化
祭
が
次
の
よ
う
に
行

丸
と
な
っ
て
努
力
い
た
し
ま
す
な
ら
ば
、
…
…
わ
れ
ま
す
。
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

活
力
と
魅
力
の
あ
る
都
市

a

つ
く
り
が
で
州
・
文
化
展
(
文
芸
、
美
術
工
芸
展
)

き
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。
…
品
十
一
月
二
、
三
、
四
日
、
午
前
九
時
か

今
後
、
市
民
の
皆
様
の
一
層
の
御
協
川
ら
午
後
五
時
ま
で
。
場
所
は
大
洲
市
立

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
、
問
中
央
公
民
館
で
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

ω
・
郷
土
芸
能
ま
つ
り

人

事

案

件(
し
し
舞
、
藤

後
任
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

新
し
い
委
員
は
次
の
人
で
す
。

-
往
田
千
鶴
亀
(
稲
積

-mm
歳
)

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

伊
達
鹿
芳
、
大
川
教
子
委
員
が
任
期

満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
後
任
委
員
を

推
薦
し
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で

す。
新
し
い
委
員
は
次
の
人
で
す
。

-
伊
達
鹿
芳
(
菅
田
・
臼
歳
)
再
任

・
玉
木
道
輝
(
北
只

-
U
歳
)

決
算
特
別
委
員
会
の
設
置

(
O委
員
長
、

Q
副
委
員
長
)

。
小
泉
紘
文

O
久
保
幸
一
竹
田
伝

上
田
安
範
大
野
新
策
二
宮
義
邦

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

-
谷
岡
重
夫
(
森
山
・
臼
歳
)

そ
の
他
、
字
の
名
称
の
変
更
に
つ
い

て
(
多
田
の
字
区
域
名
称
変
更
)
、
大
洲

市
喜
多
郡
長
浜
町
外
四
ヶ
町
村
組
合
規

約
の
一
部
改
正
が
議
決
さ
れ
、
昭
和
五

十
九
年
度
大
洲
市
企
業
会
計
の
決
算
が

議
会
の
認
定
に
付
さ
れ
ま
し
た
。

3 ~ 

縄
神
楽
な
ど
)
十
一
月
三
日
(
日
)
、
午

前
十
時
半
よ
り
肱
北
緑
地
公
園
で
開
催

0

・
音
楽
祭
十
一
月
四
日
(
月
)
、
大
洲

市
民
会
館
大
ホ
l
ル
に
お
い
て
午
後
一

時
か
ら
洋
楽
、
午
後
六
時
か
ら
邦
楽
が

演
奏
さ
れ
ま
す
。

-
芸
能
祭
十
一
月
十
日
(
日
)
午
後

一
時
か
ら
大
洲
市
民
会
館
大
ホ

1
ル
に

わ
い
て
、
民
謡
、
日
本
舞
踊
が
演
じ
ら

れ
ま
す
。
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人件費の状況(普通会計決算)

区分
人 口

歳出額 A 実 質収支 人件費 B 人件費率芸 58年度人件費率
(60年3月31日)

59年度 39，629入 105億654万円 5{，意4，960万円 20億3，584万円 19.4% 21.4% 

(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

(2) 職員給与費の状況(普通会計予算)

職員数 千合 与 費 1人当り
区 分

A 給与費芸
給 市ヰ 職員手当 期末・勤勉手当 計 B 

60年度 408人 10億2，078万円 1億1，999万円 4{意2，732万円 15億6，809万円 384万円

(i主) 1 職員手当には退職手当を含みません。
2 給与費は、 9月補正後の予算に計上された額です。

(3) 職員の平均給料月額、平均給与月額及び

平均年齢の状況 (60年4月1日現在)

一般行政職仁三コ

技能労務職区三ヨ

30万 20万
L_ 

10万 30歳 40歳

給料、給与月額 平均年齢

(4) 職員の初任給の状況

一般行政職 (60年4月1日現在)

大洲市、固ともに同じ
区 分

初 任 小〈白人口 採用 2 年後

大学卒 107，500円 118，800円

高校卒 90，700円 96，600円

(注)初任給は試験の結果に基づいて採用された場合の額です。

(5)職員の経験年数、学歴別平均給料月額の状況

50歳

区 分
経験年数 経験年数 経験年数

12年 16年 20年

一般 大学卒 196，800円 227，033円

行政職 日ロ~~3ヂぇマ一対「て 155，180円 195，557円 219，500円

技能 高校卒 194，100円

労務職 中学卒 112，800円 142，866円 150，633円

(注)経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している
場合は、採用後の年数です。

- 4ー
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(6) 一般行政職の等級別職員数の状況

6等級
主事補、技師補9人 2.9%

特l等級
主書籍、技術補8人 2.7%

部長 5人1.6%

昭和60年11月 1日

特1等 級 部 長3人 0.9%

3等級
係長 132人
41.8% 

3等級
係長 127人
40.3% 55年 4月 1日現在 59年 4月 1日現在

年度 区 分 Z仁Lコ 之ノ主J 

内

一般行政職 技能労務職

60年 4月 1日現在
(注) 1 市の給与条例に基つく給料表の等級[正分による職員数で t。

2 職務の名称は、それぞれの苓級に該当する代表酌な職名です。

(7)昇給期間短縮の状況

(8) 職員手当の状況 職 員 数 A 522人 299人 65人

59 普通昇給期間(12-24 。|
区 分 大 iHI 可i [五l 月)を短縮して昇給し 14人 10人

年度 た職員数 B 

jgj末子当 勤勉 F当 大 比率 B / A 2.7% 3.3% 。
期末手 当 6月期 1.4月分 0.5月分

川1
職員数 A 531人 303人 67人

勤勉手当 12月真月 1.9月分 0.6月分 [j~ 58 普通昇給期間 (12-24
(59年度支給 3月HJJ 0.5月分

と 月) を主豆車宿して昇幸吉し 24人 19人 1人
苦Ij合) 1"1 

年度 た職員数 B 

3.8H分 1.1月う〉
比率 B / A 4.5% 6.3% 1.5% 

支給率 自己占15合 勧奨・定年

勤続20年 21. 0月分 28.875月 分 大
区 分 全 職 穫

勤続 25年 33.75月分 44.55月分川11i1 

退職手当 勤続 35if. 47.5月分 62.7月分
職員全体に占める手

42.3% 七日 当支給職員の割合
最高限度額 60.0月分 62.7月分 と

(60年11月1 [，il 支給対象職員 1人当
u現在) その他の力11算措置 定年前 '1'.WJili戦特算別措置 一 特殊勤務 たり平均支給年額 296，218円

( 2 %-20%}J11i:) -
子 当 手当の種類(手当数) 24 

退職時 勧奨退職
退職時

当研:当河究、主税手干務:当'l職、(医老手療人当)ホ、、精社薄会ム勤福児施務止設手子特別舛給 2 4; 品目 I号俸 (59年度) 的|支給額の多い

l人当たり自己都合勧奨
特別封給 代表 手当

平均支給額 1641j[11 2.o757n~ な手当
の名称多くの職員に 出納員手当、現場監督手当、

支給されてい 税務磯子当、精薄児施設勤務
(iよ)退職手当の 人当たり平助支給類は、前年度に退職した全職干 る手当 手当、老人ホーム勤務手当(iよ)退職手当の 人当たり平助支給類は、前年度に退職した全職種に係

係る職員の平均額です。係る職員の平均額です。

区 分 内 ~ 国の制度との異同 国の制度と異なる内容

扶養手当
配偶者13，200円、扶養親族 2人目まで4，2ちD円、その他1，000円、配偶者のな

向]
し、職員の扶養親族 1人 8，900円

住居 手 当
借家居住者 家賃と9，000円との差額が7，500円に達するまではその差額を支

I司
給。(支給限度額14，700円)持家居住者 1，000円(取得後 5年以内2，500円)

通勤手当
交通機関利用 運賃相当額

通勤距離片道 2km以上 交通用具利用 運賃相当額の65% 異 定交は通率薗用方の具定式利額を採方用式用につに対いてし

(9)特別職の報酬などの状況 (60年 4月 1日現在) 時間外勤務手当

区 分 給料、報目!などの月額 期末手当 年度 支給総額 職員 l人当たり支給年額

市 長 695，000円
助 f5主 545，000円 (59年度支給割合) 59年度 3，503万円 6万7千円
収入役 473，000円 6月 1.4月分

言義 長 305，000円 12月 1.9月分

副議長 258，000円 3月 0，5月分 58年度 3，676万円 6万9千円

主義 員 235，000円 言十 3.8月分

- 5 
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怖
い
の
は
「
消
し
た
つ
も
り
」
と
「
消
え
た
は
ず
」

11月26日から
12月2日

今
年
も
恒
例
の
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
、
十
一
月
二
十
六
日

か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

火
災
の
恐
ろ
し
さ
は
、
体
験
し
て
初
め
て
分
か
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
わ
ず
か
十
数
分
で
あ
な
た
の
財
産
や
生
命
ま
で

も
奪
っ
て
し
ま
う
火
災
を
体
験
し
て
か
ら
で
は
手
遅
れ
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
火
災
は
、
火
を
取
り
扱
う
人
の
不
注
意
が
原
因

災
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
一
人
一
人
が
注
意
し
て
、
非
惨
な
火

大
洲
市
の
火
災
状
況

西大活1111の火事 (S51年)

今
年
-
月
か
ら
八
月
末
日
ま
で
に
市

内
で
七
件
の
火
災
が
発
生
し
、
約
二
千

六
十
四
万
円
が
灰
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
訳
は
、
建
物
火
災
が
五
件
、

林
野
火
災
が
一
件
、
そ
の
他
の
火
災
が

一
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

を
原
因
別
に
み
る
と
、
ス
ト
ー
ブ
が
二

件
、
た
き
火
が
一
件
、
か
ま
ど
が
一
件
、

不
明
が
二
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
、
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災

は
、
ひ
と
た
び
出
火
す
る
と
大
き
な
火

災
に
な
り
が
ち
で
す
。
石
油
ス
ト
ー
ブ

の
ま
わ
り
で
塗
料
や
接
着
剤
を
使
っ
て

い
た
た
め
「
引
火
し
し
た
り
、
出
入
口

な
ど
人
の
通
路
と
な
る
と
こ
ろ
へ
置
き

J
転
倒
し
さ
せ
た
り
、
火
を
消
さ
ず
に

給
油
し
た
た
め
、
漏
れ
た
灯
油
に
引
火

し
た
り
す
る
な
ど
、
取
り
扱
い
上
の
不

注
意
か
ら
火
災
の
発
生
す
る
こ
と
が
、

圧
倒
的
に
多
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら

寒
く
な
る
と
ス
ト
ー
ブ
を
利
用
す
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
す
。
取
り
扱
い
に
は

細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

ガ
ス
コ
ン
ロ
に
注
意

「
簡
単
だ
か
ら
む
ず
か
し
い
」

コ
ッ
ク
を
ひ
ね
れ
ば
簡
単
に
火
の
つ

く
便
利
な
ガ
ス
ゴ
ン
ロ
も
い
っ
た
ん
消

し
忘
れ
た
ら
大
変
で
す
。
取
り
扱
い
が

簡
単
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
注
意
心
が
う

す
れ
、
そ
れ
だ
け
に
恐
ろ
し
い
火
災
や

ガ
ス
爆
発
の
危
険
を
秘
め
て
い
る
と
い

え
ま
す
。

電
話
や
来
客
な
ど
寸
す
こ
し
だ
か
ら

大
丈
夫
し
と
い
う
気
持
ち
が
消
し
忘
れ

に
つ
な
が
り
ま
す
。

ガ
ス
コ
ン
ロ
を
使
っ
て
い
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、

合

船
gE
現

別

末

因

月

原

8

市

るす4
u
-

4
メ

洲

に数件

T
d
4
1
 

大

火出年n
U
 

F
O
 

n
U
 

4

木・
刀
ロ

よ除月
うやに
。コ戸
ム度
管は
なカ、、

どス
σコノて

点、 l
本食ナ
を l
f子な
しミど

ま σコ
し f吊

秋
期
火
災
予
防
運
動
の
行
事

← 6 

-
防
火
パ
レ
ー
ド

O
防
火
訪
問
(
防
火
診
断
な
ど
)

O
模
擬
火
災
訓
練

(
士
号
多
医
師
会
病

院
)

O
防
火
ポ
ス
タ
ー
展

(
若
宮
、

A
コ
ー

プ
庖
内
に
展
示
)

O
広
報
活
動
(
有
線

放
送
、
車
両
)

防
火
に
関
す
る
相
談

は
、
大
洲
地
区
広
域

消
防
事
務
組
合

消
防
本
部
ま
で

宮
⑫
2
6
6
5
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児
童
扶
養
手
当
制
度
が

か
わ
り
ま
し
た

八
月
一
日
か
ら

ずおお広報

華麗な踊りを披露
(大洲育成園・園生)

一
一
¥
¥
え
ひ
め
/
/
一

工
¥
農
林
水
産
ま
つ
り
/
一

J

一
愛
媛
県
と
県
下
の
七
十
市
町
村
で
は
、

台
一
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
を
深
め
、
農

週
一
林
水
産
業
へ
の
親
し
み
と
理
解
を
し
て

α
…
い
た
だ
く
た
め
「
第
二
甲
え
ひ
め
農
林

む
…
水
産
ま
つ
り
し
を
開
催
し
ま
す
。

-
出
品
主
な
行
事
と
し
て
、
各
地
の
特
産
物

ぬ
吋
展
示
、
即
売
、
ふ
る
さ
と
市
、
ハ
イ
テ

市
川
一
ク
技
術
展
、
伝
統
文
化
の
紹
介
な
ど
二

一
十
四
の
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
多

一
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
ま
す
。

一
開
催
日
十
一
月
二
十
三
日
(
土
)

一

十

一

月

二

十

四

日

(

日

)

一
開
催
場
所
愛
媛
県
民
館
(
松
山
市
堀

之
内
)
大
街
道

九
月
二
十
八
日
、
四
時
か
ら
市
民
会

館
大
ホ
l
ル
に
む
い
て
、
扇
崎
秀
一
古

南
予
支
部
に
よ
る
古
典
舞
踏
発
表
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

状
況
が
変
わ
っ
た
と
き
に
は
、
市
、
福
扇
崎
秀
一
古
さ
ん
は
、
静
心
圏
、
育

祉
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
成
園
な
ど
市
内
の
施
設
で
踊
り
の
指
導

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
7
2

を
な
さ
っ
て
お
り
、
当
日
に
は
、
指
導

国
体
カ
ヌ
i
競

技

に

勝

に

六

種

目

、

決

勝

に

三

種

目

が

進

出

大
洲
か
ら
六
名
出
場
し
、
皇
后
市
(
女
子
総
合
)
七
位
入
賞

し
ま
し
た
《

出
場
選
手
は
次
の
と
お
り
(
敬
称
略
)

成
年
男
子
山
田
祐
道
大
洲
十
一
区

成
年
女
子
古
森
ひ
ろ
子
。
十
三
区

少
年
男
子
小
池
賢
治
ク
十
四
区

向
居
常
樹
。
十
四
区

少
年
女
子
小
谷
洋
子
。
十
一
区

吉
岡
博
子
堀
ノ
内
一
区

今
後
、
一
層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す。

を
受
け
た
大
洲
育
成
園
の
西
田
勝
俊
さ

ん
が
、
長
唄
『
雨
の
五
郎
』
を
演
じ
て

観
衆
約
七
百
人
の
拍
手
を
浴
び
ま
し
た
。

ま
た
、
大
洲
育
成
園
の
園
生
に
よ
る

守
新
大
洲
音
頭
』
(
平
井
政
徳
作
詞
、

作
曲
、
松
山
恵
子
唄
)
も
発
表
さ
れ
、

好
評
で
し
た
。

時
呈
ロ
ム風の

町
一
向ヌ力

- 7 

死
別
、
離
婚
な
ど
に
よ
り
母
子
家
庭

に
支
給
さ
れ
て
い
る
児
童
扶
養
手
当
の

制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
、
本
年
八
月
一

日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
改
正
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

手
当
月
額
(
母
子
二
人
世
帯
の
場
合
)

改
正
前
年
収
三
百
六
十
一
万
円
未

満
の
場
合
三
万
二
千
七
百
円
を
支
給
。

改
正
後
年
収
百
七
十
一
万
円
未
満

の
場
合
三
万
三
千
円
、
百
七
十
一
万
円

以
上
三
百
万
円
未
満
は
二
万
二
千
円
、

年
収
三
百
万
円
以
上
は
支
給
な
し
。
た

だ
し
既
に
認
定
し
て
い
る
者
に
つ
い
て

は
一
年
間
(
昭
和
六
十
一
年
七
月
ま
で
)

に
限
り
二
万
二
千
円
を
支
給

支
払
窓
口

改
正
前
郵
便
局

改
正
後
六
十
年
八
月
以
降
の
新
規

請
求
分
か
ら
県
の
指
定
金
融
機
関
を
通

じ
て
口
座
振
替
(
な
お
、
既
認
定
者
に
九
月
十
五
日
か
ら
鳥
取
県
で
行
わ
れ

つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
郵
便
局
)
ケ
(
~
第
四
十
四
国
体
夏
季
大
会
の
カ
ヌ
ー

支

払

期

日

一

競

技

に

県

代

表

八

名

の

う

ち

大

洲

か

ら

改
正
前
回
、
八
、
十
二
月
(
十
二
叩
六
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

月
は
十
一
月
支
払
が
可
)
叩
こ
れ
は
二
宮
英
俊
監
督
(
本
町
)
を

改
正
後
四
、
八
、
十
二
月
(
十
一
向
始
め
関
係
者
の
努
力
の
成
果
で
、
地
元

月

支

払

な

し

)

一

二

百

丸

で

は

横

断

幕

を

作

り

選

手

を

激

な
わ
、
制
度
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
吋
励
し
ま
し
た
。

こ
と
が
あ
っ
た
り
、
住
所
、
そ
の
他
の
成
績
は
七
種
目
出
場
の
な
か
、
準
決

え
ひ
め
工
業
技
術

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

十
一
月
二
日

3
四
日

産
業
界
の
技
術
を
高
め
、
技
術
開

発
力
を
強
化
す
る
た
め
の
「
え
ひ
め

工
業
技
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
し
が
次

の
よ
う
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
十
一
月
二
日
(
土

)
1四
日

(
月
)
、
午
前
十
時
1
午
後
五
時

場
所
八
幡
浜
工
業
高
等
学
校
体
育

館
(
八
幡
浜
市
古
町
二
丁
目
)

内
容
先
端
技
術
機
器
(
ロ
ボ
ッ
ト
、

映
像
シ
ス
テ
ム
な
ど
)
の
展
示
、
実

演
、
特
別
技
術
相
談
(
食
品
、
機
械

金
属
な
ど
)
、
発
明
工
夫
展
な
ど
。
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国
民
年
金
の
仕
組
み
が

変
わ
り
ま
す

昭和60年11月 1日

昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
年
金

制
度
が
抜
本
的
に
改
正
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
お
年
寄
り
が
増
え
老
齢
化

社
会
に
な
っ
て
も
、
確
実
に
年
金
が
出

る
安
定
し
た
制
度
に
す
る
た
め
、
今
か

ら
準
備
し
て
わ
く
た
め
で
す
。

戦
後
の
第
一
次
ベ
ビ
!
プ
l
ム
の
と

き
(
昭
和
二
十
二
年
1
二
十
四
年
)
に

生
ま
れ
た
い
わ
ゆ
る
寸
団
塊
の
世
代
L

が
年
金
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

今
か
ら
約
三
十
年
後
で
す
。

そ
の
時
代
は
、
日
本
の
社
会
経
済
に

と
っ
て
最
も
厳
し
い
時
代
と
な
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ

う
な
状
態
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
今
回

の
改
正
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
は
次
の
三
つ
の
柱
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。

付
基
礎
年
金
制
度
の
取
り
入
れ

こ
れ
は
、
国
民
年
金
を
共
通
の
基
礎

年
金
を
支
給
す
る
制
度
と
し
て
、
各
制

度
が
今
ま
で
タ
テ
割
り
で
独
立
し
て
い

た
た
め
生
じ
た
制
度
間
格
差
、
制
度
の

不
安
定
さ
を
解
消
し
、
長
期
的
に
安
定

し
た
制
度
へ
と
再
編
成
す
る
も
の
で
す
。

同
給
付
と
負
担
の
見
直
し

一
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
し
よ

白
う
と
す
る
と
き
は
、
寸
国
土
利
用
計
画
法
L

一
と
い
う
法
律
に
よ
り
契
約
の
六
週
間
前

支
給
さ
れ
る
年
金
の
水
準
を
徐
ャ
に
一
ま
で
に
、
そ
の
土
地
が
所
在
す
る
市
町

適
正
化
し
、
現
在
働
い
て
い
る
者
の
所
一
村
を
経
て
、
知
事
に
届
出
を
し
な
け
れ

得
水
準
と
パ
一
フ
/
ス
が
と
れ
た
も
の
に
一
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
、
こ
れ
に
よ
り
将
来
の
保
険
料
に
つ
一
こ
の
届
出
制
度
の
目
的
は
、
土
地
の

い
て
も
か
な
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。
一
投
機
的
取
引
の
排
除
と
地
価
の
高
騰
を

同
婦
人
の
年
金
権
の
確
立
一
抑
制
し
、
適
正
な
土
地
利
用
を
図
る
も

今
の
年
金
制
度
で
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
一
の
で
、
届
出
を
し
な
い
と
罰
金
に
処
せ

ン
の
妻
は
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
一
ら
れ
た
り
、
税
法
上
の
持
典
が
受
け
ら

こ
と
に
よ
っ
て
妻
本
人
の
年
金
を
受
け
一
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

一

届

出

の

必

要

な

土

地

取

引

の

面

積

は

し
か
し
、
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
一
明

h
t
i
l
i
t
-
-
t
I
l
l
i
t
-
-
l
i
t
-
-
t内
t
i
t
t
i
-
-

障
害
者
に
な
っ
た
り
、
離
婚

1
場

合

一

快

適

な

住

ま

い

の

ア

イ

デ

ア

一

寸

i
」
愛
媛
労
働
基
準
局
で
は

に

年

金

を

受

け

取

れ

ま

せ

ん

三

一

二

一

県

内

で

働

く

す

べ

て

の

労

動

そ
こ
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
も
全
員
一
一

1
女
性
の
作
文
募
集

1

二
定
)
一
者
に
適
用
さ
れ
る
「
愛
媛
県

基
礎
年
金
で
あ
る
国
民
年
金
に
加
入
す
一
女
性
の
皆
さ
ん
が
、
考
え
た
り
、
実
一
長
円
最
低
賃
金
」
を
改
定
し
、
昭

る
こ
と
に
よ
り
、
独
自
の
年
金
を
受
け
一
行
し
て
い
る
快
適
な
住
ま
い
の
た
め
の
一
一
が
刊
一
和
六
十
年
十
月
一
日
か
ら
実

取
る
こ
と
が
で
き
る
訳
で
す
。
一
知
恵
、
工
不
ル
ギ
i
の
工
夫
に
つ
い
て
一
一
金
以
一
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

一
の
作
文
を
募
集
し
ま
す
。
お
気
軽
に
応
三
賃

E
一
こ
の
改
定
に
よ
り
十
月
一

一
募
し
て
下
さ
い
。
一
等
に
な
れ
ば
建
設
一
一
低

1
一
日
以
降
、
従
業
員
に
支
払
う

一
大
臣
賞
(
賞
金
二
十
万
円
)
が
贈
ら
れ
ー
、
三
畏
(
一
賃
金
は
、
一
日
±
干
二
百
十

一
そ
の
他
二
等
、
三
等
、
佳
作
が
あ
り
ま
一
一
1
3

一
四
円
二
時
間
四
百
二
円
)

三

九

一

一

ー

1
L以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

一
テ
i
マ
快
適
な
住
ま
い
の
ア
イ
デ
ア
一
せ
ん
。
ま
た
、
別
に
定
め
ら
れ
て
い
る

一
応
募
要
領
寸
畑
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
五
一
「
産
業
別
最
低
賃
金
し
が
適
用
さ
れ
る

一
枚
ま
で
。
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
一
事
業
で
あ
っ
て
も
現
在
の
産
業
別
最
低

一
番
号
、
職
業
を
明
記
し
、
昭
和
六
十
年
一
一
賃
金
の
方
が
低
い
場
合
は
、
こ
の
愛
媛

一
十
一
月
十
六
日
ま
で
に
到
着
す
る
こ
と
。
一
県
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

一
送
り
先
〒
町
東
京
都
港
区
赤
坂
1

一
詳
し
く
は
、
愛
媛
労
働
基
準
局
賃

一

i

6

9
勝
永
ピ
ル
(
財
)
住
宅
・
建
一
一
金
課
宮
0
8
9
9
⑫
2
1
0
1
ま
た
は

一
築
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
構
作
文
募
集
係
一
一
最
寄
り
の
労
働
基
準
酢
署
署
ま
で

土
地
取
引
の
前
に
届
出
を

F

パ

次
の
表
の
よ
う
に
な
っ
ア
~
い
ま
す
ω

詳
し
く
は
市
役
所
、
企
画
情
報
統
計

班
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
き
い
ト
。

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
3
9
3

一
、sυ
ふ
F
q

一
」↓ι

 

ムロ場の市本

土地の種別 面積

。市街化区域内 2，000ni以上

。市街化区域外の
5，000ni以上

都市計画区域内

。都市計画区域外 10，000 ni以上

大洲公共職業安定所かぞ)

雇用保険に加入して

社会保障制度の充実を
雇用保険全面加入提進月間

ルールを守って正しい受紅
雇用保験不正受給防止啓発月間

ともに11 月 1 日 ~11 月 30B i 

国
立
車
星
の
家
感
謝
の
つ
ど
い

青
年
の
家
で
は
、
地
域
に
愛
さ
れ

る
施
設
を
目
指
し
て
、
寸
感
謝
の
つ
ど

い
」
を
国
立
青
年
の
家
で
、
ま
た
、

十
六
日
に
栗
原
一
登
氏
に
よ
る
講
演

会
を
実
施
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
ど
う

ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

十
一
月
十
六
日
(
土
)
九
時
1
十
一

時
大
洲
市
民
会
館
で
、
栗
原
一
受
氏

の
講
演
会
「
子
ど
も
の
見
た
母
親

像
L

十
一
月
二
十
三
日
(
土
)
午
後
六
時

か
ら
長
嶺
ヤ
ス
子
の
フ
ラ
メ
ン
コ
ダ

ン
ス
、
臥
龍
太
鼓
、
剣
舞
の
公
演
。

十
一
月
二
十
四
日
(
日
)
九
時
か
ら

少
年
サ
y
カ
l
大
会
、
ポ
ニ

i
牧
場
、

カ
ヌ

l
ラ
ン
ド
な
ど
を
予
定
。

詳
し
く
は
青
年
の
家
⑪
5
1
7
5
へ
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…代…

習
時
…

寧
…
…

濯…隼…

充実した

人生を送るために ワ

婦
人
と
生
涯
学
習

ず

昭
和
六
十
年
は
「
国
連
婦
人
の
十
年
L

の
最
終
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

男
女
平
等
の
推
進
、
経
済
・
社
会
・
文

化
へ
の
婦
人
の
参
加
な
ど
を
世
界
的
な

規
模
で
行
う
た
め
の
期
間
と
し
て
、
昭

和
五
十
年
の
「
国
際
婦
人
年
」
を
き
っ

か
け
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

婦
人
の
社
会
参
加
は

ま
す
ま
す
進
む

今
日
の
婦
人
の
生
活
は
大
き
く
変
化

し
て
き
て
い
ま
す
。
平
均
寿
命
が
延
び

て
、
人
生
八
十
年
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
の
う
え
子
供
の
数
が
少
な
く

な
っ
た
た
め
に
、
子
育
て
を
終
え
て
か

ら
の
期
聞
が
以
前
に
比
べ
て
ず
っ
と
長

く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
自
由
時
聞
が
増
え
た
こ
と
や

学
歴
が
高
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

社
会
参
加
に
対
す
る
婦
人
の
意
欲
は
、

か
な
り
の
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

総
理
府
の
「
婦
人
に
関
す
る
世
論
調

査
(
昭
和
五
十
九
年
)μ

に
よ
る
と
三
人

おお広報

の
う
ち
二
人
(
六
十
五
%
)
が
寸
結
婚
、

出
産
後
も
継
続
し
て
勤
め
る
」
、
寸
結
婚

や
出
産
で
一
時
期
家
庭
に
入
り
そ
の
後
、

再
就
職
す
る
」
と
い
っ
た
積
極
的
な
職

業
観
を
も
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
い
ま
婦
人
た
ち
は
、

自
己
の
能
力
や
適
性
を
生
か
し
、
仕
事

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
充
足

感
の
あ
る
人
生
を
歩
み
始
め
て
い
ま
す
。

婦
人
の
社
会
参
加
に
対
す
る
意
欲
は
、

同
時
に
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
し
よ
う

学習で生きがい

の発見を

と
す
る
機
運
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

学
習
は
資
質
や
能
力
を

向
上
さ
せ
る

で
は
、
婦
人
が
自
ら
の
資
質
や
能
力

を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
学
習
の
機
会
に

は
、
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

ヵ。-
婦
人
学
級
、
婦
人
講
座

市
町
村
で
は
、
婦
人
問
題
や
家
庭
の

生
活
設
計
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の

学
級
、
講
座
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
昭

和
五
十
八
年
度
に
は
、
全
国
で
約
三
万

四
千
の
学
級
や
講
座
が
聞
か
れ
、
百
五

十
万
人
以
上
の
婦
人
が
参
加
し
で
い
ま

し
た
。

圃
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
目
指
す
人
の

た
め
の
講
座
で
、
毎
年
約
一
万
人
の
婦

人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。
都
道
府
県
や

市
町
村
で
は
、
講
座
修
了
者
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
場
を
紹
介
す
る
事
業
も

行
っ
て
い
ま
す
。

圃
専
修
学
校
、
職
業
訓
練
機
関
、
社
会

通
信
教
育

仕
事
に
直
接
結
び
つ
く
、
知
識
や
技

術
の
習
得
に
は
最
適
で
す
。

-
大
学
・
放
送
大
学

比
較
的
高
度
な
学
習
を
必
要
と
す
る

人
は
、
大
山
字
ユ
乞
利
用
さ
れ
た
ら
い
か
が

で
し
ょ
う
。
一
般
の
受
験
生
と
は
別
に
、

社
会
人
の
た
め
の
入
学
者
選
抜
の
制
度

を
設
け
る
大
学
が
増
え
て
き
ま
し
た
し

大
学
の
公
開
講
座
は
、
全
国
で
約
二
千

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
使
っ
て

家
庭
で
大
学
の
授
業
を
受
け
ら
れ
る
放

送
大
学
も
今
年
の
四
月
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
昭
和
六
十
年
度
第
一
学
期
の

入
学
者
(
一
万
八
千
六
百
五
十
人
)
の

ほ
ぼ
半
数
は
婦
人
で
す
。

こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
の
機

会
は
、
生
き
が
い
の
発
見
に
大
い
に
役

立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

No.86 

個

確
..L. 

J.L 

の

個
人
の
意
識
の
中
で
、
入
を
見
下
す

こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
立
場
を
保
と
う

と
す
る
気
持
ち
ゃ
、
あ
る
集
団
が
結
束

を
固
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
の
集
団
に

敵
意
と
偏
見
を
持
つ
よ
う
な
こ
と
は
避

け
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
な
の
で
し

ょ
う
か
。

確
か
に
人
の
心
の
中
に
は
、
優
越
感

と
劣
等
感
が
渦
巻
い
て
お
り
、
と
も
す

れ
ば
そ
う
し
た
気
持
ち
は
容
易
に
起
こ

り
易
い
こ
と
は
事
実
で
す
が
、
そ
う
な

ら
な
い
よ
う
に
精
神
的
な
修
養
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

そ
こ
で
、
一
体
ど
う
す
れ
ば
こ
う
し

た
差
別
意
識
に
つ
な
が
る
も
の
の
見
方
、

考
え
方
を
変
え
て
い
け
る
の
で
し
ょ
う

ヵ。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
「
個
の
確
立
」

と
「
社
会
規
範
の
確
立
」
と
い
っ
た
面

で
と
ら
え
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
寸
個
の
確
立
し
と
い
う
こ
と
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

偏
見
の
強
い
人
は
、
何
か
自
分
を
越

え
た
権
力
や
権
威
を
頼
ろ
う
と
す
る
傾

向
が
強
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

そ
う
い
う
人
は
自
分
の
は
っ
き
り
と

し
た
考
え
を
持
た
な
い
た
め
悩
み
事
が

起
こ
っ
た
場
合
に
は
、
何
か
に
頼
っ
て 人

"
つ
く
り
と
同
和
教
育

⑥一③
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九
月
十
八
日
、
市
民
会
館
に
お
い
て

第
二
十
二
回
大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
や
老
人
福
祉
功
労

者
の
表
彰
や
、
米
寿
者
の
表
彰
な
ど
が

行
わ
れ
た
後
、
「
年
輪
を
考
え
る
L

と
題

し
て
近
田
市
長
が
記
念
講
演
を
行
い
ま

し
た
。午

後
に
は
、
吟
詠
民
謡
な
ど
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
当
日
参
加
し
た

約
千
名
の
人
々
も
十
分
楽
し
ん
で
い
ま

O
愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

し

た

。

山

老

人

福

祉

功

労

者

表

彰

者

は

次

の

と

お

り

(

敬

称

略

)

都

築

長

義

(

米

津

)

O
大

洲

市

長

表

彰

力

丸

敬

祐

(

徳

森

)

川

老

人

福

祉

功

労

者

間

優

良

老

人

ク

ラ

ブ

尾

崎

維

素

(

中

村

)

藤

縄

長

寿

会

塚

本

秀

夫

(

柳

沢
)

O

大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

宮
本
由
子
(
春
賀
)
上
田
芳
文
(
市
木
)
尾
中
平
八
(
阿

山

優

良

老

人

ク

ラ

ブ

蔵

)

山

本

徳

雄

(

梅

川

)

坂

井

カ

ツ

ミ

五
郎
互
郷
連
合
会
(
中
村
)
大
中
温
子
(
中
村
)
上
田
満

菅

旧

西

喜

楽

会

茂

留

(

上

須

戒

)

村

上

佳

一

(

松

尾

)

間
ね
た
き
り
老
人
優
良
介
護
者
上
岡
義
明
(
東
宇
山
)
泉
富
晴
(
大
竹
)

中
野
和
子
(
菅
田
)
八
島
喜
三
士
口
(
新
谷
)

量
Z
w
d
合
掌
耳
幸
喜
主
主
主
主
v以
耳
切
受
v
vし考
人

M
宰
nv杉
並
J4
孟
診
匂
吾
荻
喜
怒
る
b
b
草
場
事
茸
合
M
V
J
O
M
W主
宰
合
事
AWU
球
主
議
事
事
命
事
喜
事
事
命
事
命
事
命
事
A

S

Z

茸
台
以
喜
荻
耳
革
命
事
合
事
A
W
議
事
茸
喰
銀
事
事

た
だ
、

1
の、

i
ぜ
、
ー
が
、
と
語
尾

に
つ
く
の
が
わ
か
り
に
く
い
で
す
。

O
も
う
す
こ
し
商
屈
街
が
ひ
ら
け
た
ら

い
い
で
す
ね
。

O
子
供
は
麻
未
(
一
歳
)
一
人
で
す
。

健
康
に
明
る
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
主
人
に
は
A
7
の
ま
ま
で
十
分
満

足
し
て
い
ま
す
。

O
四
世
代
が
同
居
し
て
い
る
ん
で
す
が
、

明
る
い
み
ん
な
が
気
や
す
く
話
し
あ
え

る
家
庭
に
し
た
い
で
す
。

ず

キラリ知性
読書の秋

おお広報

大 洲市
老人クラブ大会

昭和60年11月1日

O
生
ま
れ
は
、
長
崎
県
南
高
来
郡
布
津

町
で
す
。
海
も
山
も
近
い
、
な
だ
ら
か

な
鎧
由
の
住
み
や
す
い
街
で
す
。

O
主
人
(
孝
典
さ
ん
)
と
は
、
大
阪
で

同
じ
会
社
に
勤
め
て
い
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
五
十
七
年
に
結
婚
し
ま
し
た

0

0
初
め
て
大
洲
に
来
た
と
き
に
は
、
い

か
に
も
盆
地
で
山
が
多
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

O
霧
が
深
い
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
雪

も
あ
ま
り
つ
も
っ
た
の
を
見
た
こ
と
が

な
か
っ
た
で
す
。

O
大
洲
の
人
は
の
ん
び
り
し
た
感
じ
で
、

話
し
方
も
ゆ
っ
く
り
し
て
い
ま
す
ね
。 (秋の読書週間)

お子さんと一緒に

新
刊
図
書
案
内

空

海

松

長

有

慶

著

極
楽
浄
土
の
起
源
杉
山
二
郎
著

現
代
日
本
人
の
意
識
構
造

N
H
K
世
論
調
査
部
編

ア
メ
リ
カ
ン
・
ビ
i
ト
B
・
グ
リ
ー
ン
著

日
本
警
察
の
解
剖
鈴
木
卓
郎
著

部
落
史
用
語
辞
典
三
浦
圭
一
他
編

レ
デ
ィ
の
条
件
岡
田
異
澄
著

男

子

中

学

生

尾

木

直

樹

著

楠
田
枝
里
子
の
気
分
は
サ
イ
エ
ン
ス

楠
田
枝
里
子
著

糖
尿
病
は
病
気
で
は
な
い
堀
内
光
著

一
病
息
災
の
健
康
学
水
野
肇
著

都
市
の
ゴ
ミ
循
環
坤
田
勇
雄
編

私
の
き
も
の
一
生
宇
野
千
代
著

焼

物

雑

記

井

伏

鱒

二

著

む
か
し
あ
そ
び
大
事
典
東
陽
出
版

い
つ
の
ま
に
か
英
語
で
し
ゃ
べ
れ
た

磯
野
富
士
子
著

人

情

話

松

太

郎

高

峰

秀

子

著

A
旦
守
歳
時
記
子
束
妙
絹
尼
著

短
歌
を
つ
く
る
こ
こ
ろ佐

藤
左
太
郎
著

綾

の

鼓

中

里

恒

子

著

泥

芝

居

杉

浦

明

平

著

母

恋

い

放

浪

記

西

村

滋

著

世
界
の
終
り
と
ハ

i
ド
ボ
イ
ル
ド
・

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
村
上
春
樹
著

あ
あ
情
な
や
日
本
中
村
喜
春
著

こ
こ
ろ
模
様
橋
田
幸
町
賀
子
著

打
た
れ
強
く
生
き
る
城
山
三
郎
著

石

の

座

席

堀

秀

彦

著図

書

山

間

10 



昭和60年11月 1日ずおお広報

“肱川橋にかげろう群舞"
9月12日、 7時30分頃にかげろうが大量に

発生し道行く人々やドライパ も驚いていま

した。このかげろうはオオシロガゲロウとい

う種類で毎年 9月初旬に約 3日間肱川橋、大

成橋などで群舞します。

4・メを
ズ町、rr

“いつまでもお元気で"
9月11日、 12日に近田市長が市内の

高齢者を訪問して記念品を手渡しまし

た。 11日にはとみす寮、清和園、希望

ヶ丘荘を、 12日には在宅の高齢者を訪

問して長寿をともに祝いました。

f消防操法大洲喜多地区大会
9月 6日、緑地公園において第15回愛媛県

消防操法大洲喜多地区大会が行われました。

消防ポンプ自動車の部には新谷分団第 1部、

小型ポンプの部には上須戒、三善、南久米分団
が参加し、日ごろの訓練の成果を発揮しまし

た。

"・、

ょっ
ι

君
ご
苦
労
さ
ま

九
月
二
十
四
日
に
緑
地
公
園
で
コ
フ
L

の
感
謝

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
夏
の
間
コ
フ
飼
い
L

の
主

役
と
し
て
頑
張
っ
た
、
十
五
羽
に
感
謝
を
こ
め
て

好
物
の
ア
ジ
を
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。

調
停
相
談
会
が
聞
か
れ
ま
す

大
洲
調
停
協
会

交
通
事
故
、
宅
地
建
物
、
ま
た
は
離

婚
、
遺
産
相
続
な
ど
で
い
ざ
こ
ざ
が

あ
り
悩
ん
で
い
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
法
律
を

知
ら
な
い
た
め
泣
き
寝
入
り
し
た
り
、

示
談
屋
に
頼
ん
で
損
を
し
た
り
す
る

事
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
大
洲
調

停
協
会
で
は
そ
の
解
決
方
法
や
手
続

の
仕
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
相
談

に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

日
時
昭
和
六
十
年
十
一
月
八
日

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

場
所
中
央
公
民
館
二
階

気
軽
に
ご
来
所
く
だ
さ
い
。

自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
に
は

防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
H

9月末までの
大洲市内の交通事故

大
洲
防
犯
協
会
か
ら

ヨ月末現在 昨年同期

件数 170 125 

負傷者 227 155 

死者 2 2 

11-



ず

わ気

お

保
櫨
セ
ン
安

i
だ
よ
り

お

乳

幼

児

広報

健
康
診
断

実

施

日

該

当

者

日
月
5
日
(
火
)
昭
和
的
年
6
月
生

日
月
ロ
日
(
火
)
昭
和
印
年
3
月
生

日
月
比
日
(
木
)
昭
和
田
年
4
月
生

日
月
四
日
(
火
)
昭
和
田
年
ロ
丹
生

日
月
羽
目
(
火
)
昭
和
町
年
目
月
生

肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
1
日
時
叩
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
手
帳

胃
が
ん
検
診

実

施

日

日
月
6
日
(
水
)

日
月
ロ
日
(
火
)

日
月
日
日
(
水
)

場

所

市
民
会
館

上
須
戒
連
絡
所

八
多
喜
ク

昭和60年11月1日

相談ごと案内
いずれも無料ですので、

車壬にご利用ください。

砂交通事故相談

と き 11月 8日 10時~15日寺

11月20日ク

ところ 市役所別館 2階会議室

砂人権相談

とき 11 月 20 日 13時~16時

ところ 社会福祉 協議会事務局

炉心配ごと相談

とき 11月 1日

11月11日

11月25日 ク

ところ 社会福祉 協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉 事 務 所

修行政相談

とき 11月16日 9時一12時

ところ 中央公民館

急がれる時は電話で、相談して

くださしミofi⑫ 3794 (玉木)

砂社会保険相談

とき 11月20日 10時一16時

ところ 大洲商工会議所

担当松山社会保険事務所

砂医 師 ・ 栄 養 士 による健康相談

とき 11月28日

13日寺~15時

ところ 大洲市保健センタ一

対象的歳以上の人

惨何でも相談

と き 毎 日の執務時間中

ところ 大洲隣保 館(東大洲宮

⑪6100) 、大~H'I福祉会

館(新谷E⑫ 0947)

住民福祉に関し、生活

上の悩み 、人権、交通

事故、その他何でも。

宮
⑮
3
ワ
ワ
5

日
月
比
日
(
木
)
三
善
連
絡
所

日
月
却
日
(
水
)
保
健
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

8
時
l
m
時

料

金

9
0
0
円

婦
人
が
ん
検
診

(
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
)

実

施

日

場

所

日
月
1
日
(
金
)
柳
沢
連
絡
所

日
月
6
日
(
水
)
市
民
会
館

日
月
却
日
(
水
)
保
健
セ
ン
タ
ー

受

付

時

間

日

時

l
H
時

検
診
内
容
(
)
は
料
金

千
古
が
ん
検
診

(
7
0
0
円
)

乳
が
ん
検
診

(
2
0
0
円
)

結

核

}
}
検
診

循
環
器
)

実

施

日

日
月
1
日
(
金

日
月
6
日
(
水

場

所

柳
沢
連
絡
所

市
民
会
館

13日寺~16日寺

ク

日
月
日
日
(
金
)
徳
森
、
城
集
会
所

日
月
別
日
(
水
)
保
健
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

9
時
加
分

1
日
時

日
時
加
分

1
日
時

無
料
で
す
。

草寺

金

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

日
月
初
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

日
月
幻
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ
て
電
話
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

E
⑫
3
1
6
5
 

大
洲
中
央
病
院

市
立
大
洲
病
院

宮
⑪
2
1
5
1

日
月
3
日

日
月
4
日

日
月
刊
日
)

1
i
ヰ
j
ゥ
J

マコ↑

]
fリ
ー
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